
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

金属加工が難しかった時代の鍬で、つなぎ

目の部分の木の形が珍しいです。       
                    

                    

                    

鍬（くわ） 

 

 

 

昔は鶏肉だけでなく骨も一緒に食べていた

ので、その骨をこの木の台で砕いて食材と

していました。                   
                    

                    

鶏砕き  

 

もち米などを蒸すために使いました。     
                    

                    

                    

                     

蒸し器  

お 宝 発 掘 

中 村 邸 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

大豆などをこの臼で挽きました。挽いた粉

はこの木の台の受け皿に落ちる仕組みに

なっています。                   
                    

                    

石臼と台  
 

 

この棒の両端に荷物を吊るして運びまし

た。                          
                    

                    

                    

天秤棒  

 

刃の部分や柄の部分の状態は悪いが、当

時はこれで菜っ葉や藁を切っていました。  
                    

                    

                    

押し切り  

 

写真にあるとおり、天保６年未（１８３０－１８

４４）の種つぼです。                
                    

                    

                     

種つぼ  



 

 

 

 

 

 

 

 

囲炉裏のある部屋の天井から吊り下げて

使いました。竹で出来ています。       
                    

                    

                    

自在かぎ  

 

豆腐を固める際にこの木の器を使って固

めました。                      
                    

                    

                    

豆腐の型取り器  

 

土屋も秦野のように、昔はたばこの栽培が

盛んでした。これは、たばこの葉を束ねる

時に使いました。                 
                    

                    

たばこを束ねる道具  


